
｢なぜ深い理解がすべての教育の中心になるべきなのか？」
Why Deep Understanding Should Be Central in All Education?

テーマ

○　日時：　8月6日（日）午後1時～4 時　（参加費無料）　
　　　　　　
○　会場：　東京大学・経済学研究科棟１番教室（地下１階）
                 
                 地下鉄丸の内線本郷三丁目駅、地下鉄大江戸線本郷三丁目駅、地下鉄南北線

                 東大前駅の各駅より徒歩約10分。（東京都文京区本郷7－3－1）

＜申込書＞

○講演会　８月６日（日）ハワード・ガードナー講演会に参加します。

（宛先）ＦＡＸ：０３－５８４１－３９９０　東京大学大学院教育学研究科　佐藤宛

（参加者）

　氏名　　　　　　　　　　　　　　団体

　連絡先　住所
　　　　　
　TEL　　　　　　　　　　　　E-mail

ハワード・ガードナー　(ハーバード大学教育学大学院教授)　講演会　

  ハワード・ガードナー教授の略歴

ハーバード大学教育学大学院（認知･教育学）教授

ハーバード大学心理学兼担教授

ボストン大学医学大学院　神経学兼担教授

ハーバード･プロジェクト･ゼロ運営委員長

マッカーサー･プライズ･フェローシップ(1981年)

コーディネーター：　佐藤　学（東京大学大学院教育研究科教授）

○　共催：　

＜連絡先＞東京大学大学院教育学研究科　　佐藤　学

　　　　　    Tel: 03-5841-3990, Fax: 03-5841-3990
　　　　　　　　　　財団法人　ソニー教育財団　　　坂口 正信

　　　　　　　　 　     Tel: 03-3442-1005, Fax: 03-3442-1035　　　

東京大学経済研究科１番教室　案内図
文京区本郷7-3-1 TEL：03-3818-3008

赤門

本郷通り 至　本郷三丁目

教育学部ほか

経済学部図書館（3階）

赤門総合研究棟

経済学研究科棟
1番教室（地下1階）

↓ 入口

入口

入口

入口

東京大学大学院教育学研究科　21世紀COE基礎学力研究開発センター
財団法人　ソニー教育財団

逐次通訳：

　ほとんどの教育者は学生が事実と数字の丸暗記を超えて、知識を取得し、応用す
る必要があることに合意する。それは彼らの人生を通して役に立つ理解の水準を発
展させるためである。しかし、不幸にして、伝統的な教育はしばしば、この目標に
達していない。ハーバード教育大学院とそのリサーチプロジェクトは、この問題に
対して、よりシステマッチックな教育手法、”理解のための教育”Teaching for 
Understandingを開発し、世界的に導入してきた。プロジェクトの発足から、一貫
して、このテーマにも携わって来たハワード・ガードナー教授に聞く。


